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先⽉に引き続き、新型コロナ対策のため、⾝体的
な接触を伴わずにできる交流の取り組みを⾏なっ
ています。

保育所では季節ごと、⼦どものためにこれをやり
たい、あれをやりたいという意⾒が様々出てきま
す。通常の保育所でしたら職員が全て⾏うので
しょうが、それをデイサービスで⼀部引き受けよ
うというのが私たちの考えです。今回はこどもの

⽇の兜製作や、⼦どもたちの⾷育を充実させてい
く畑づくりに着⼿しました。

「⼦どものために何かしよう」が起点ですが、や
り出すとデイの⽅でもみなさん楽しんで取り組ん
でいます。このような形で楽しみながら誰かのた
めになる「役割」を少しずつ担っていくことがで
きたら、そこに関わる⼈たちの⽣活は少しずつ豊
かになっていくのではないでしょうか。

編集 髙⽥より

編集︓髙⽥仁⾥

サポートハウスえん

保育所職員から「畑をやりたい︕」という声があがり、サポートハウス
えんの庭に畑をつくることにしました。庭の⼀⾓に囲いをつくり、畑を
⽤意しました。これからデイと保育で⼀緒に野菜を育てていきます

5⽉5⽇の⼦どもの⽇に合わせて、デイのみなさんに兜作りをしていただきました。保育所の⼦どもたち⼀⼈
にひとつ、⼿作りの兜をプレゼントしました

お散歩の時は「⾏ってきます︕」と「た
だいま︕」が聞こえます
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デイサービスえん

屋内での機能訓練の様⼦です

お昼寝の後、みんなで好きな絵本をじっく
り読みます

散歩の途中で電⾞が⾛るのを⾒学しています。
本物の電⾞が間近に通るのをみんな喜んで⾒てい
ます

お庭でダンゴムシ探し︕いっぱい捕まえた後、
「お⺟さんに⾒せたい︕」と⼦どもたち。バケ
ツに⼊れて帰りに披露しました

⼩室⼭へつつじを⾒に出かけました︕

歩⾏の機能訓練も兼ねています

散歩では季節ごと、多くの⾃
然に触れることができます

4⽉は泣くことの多かった新⼊園児たちも、保育所で
の⽣活に段々慣れてきました。


